
 

議案
颯
爽

自
民

公
明

さ
が
み

立
民

維
新

羽
生
田

小
林

市長等の期末勤勉手当 × ○ ○ ○ ○ × × ×

核兵器禁止条約参加 ○ × × ○ × × ○ ○

教員不足解消と定数増 ○ × × × ○ ○ ○ ×

補正予算NO.2（第3別館） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否が分かれた主な議案・陳情

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

市
民
の
今
に
寄
り
添
い
、
将
来
の
安
心
へ
の
投
資
を

昨
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
。
平
和
へ

の
願
い
も
虚
し
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
情

勢
は
混
迷
を
極
め
、
各
国
で
排
外
主
義
的
な

動
き
が
広
が
り
、
世
界
経
済
は
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
復
活
で
揺
れ
動
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国

内
で
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、
熊
に
よ
る

人
身
被
害
が
多
発
、
コ
メ
不
足
と
物
価
高
が

市
民
生
活
を
直
撃
し
ま
し
た
。
今
年
は
平
穏

な
年
に
と
願
い
ま
す
が
、
世
界
の
潮
流
や
国

内
の
課
題
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
、
高
市
政

権
の
か
じ
取
り
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

相
模
原
市
政
に
お
い
て
は
、
行
財
政
構
造

改
革
プ
ラ
ン
の
廃
止
後
、
財
布

の
ひ
も
が
緩
み
、
将
来
世
代
へ

の
負
担
や
事
業
の
優
先
順
位
を

明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
次
々

と
ハ
コ
モ
ノ
建
設
や
大
規
模
事

業
が
進
め
ら
れ
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
や
退
職
者
の

増
加
と
い
う
問
題
も
起
き
て
い

ま
す
（
2
ペ
ー
ジ
参
照
）。

市
の
収
入
は
大
幅
に
増
え
て

い
ま
す
が
、
賃
上
げ
は
物
価
高

に
追
い
つ
か
ず
、
年
金
暮
ら
し

の
方
も
含
め
、
市
民
の
懐
は
厳

し
さ
が
増
す
ば
か
り
。
団
塊
の
世
代
が
全
員

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
介
護
人
材
や
労
働
力

の
不
足
が
本
格
化
、
気
候
危
機
や
自
然
災
害

へ
の
備
え
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。
増
え
た
財

源
を
ど
う
活
用
す
べ
き
か
、
中
長
期
的
な
視

点
で
適
切
に
判
断
し
、
市
民
の
「
今
」
に
寄

り
添
う
市
政
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

3月議会の日程

2月 16日（月） 本会議（議案提案）

　 25日（水）、26（木） 本会議（代表質問）

3月 2日（月）～6日（金） 各常任委員会

　 17日（火）～19日（木） 本会議（一般質問）

　 24日（火） 本会議（採決）

※のもとは一般質問を行います

2026年元旦　 
陣馬山頂にて

昨年は全国で熊の被害が多発。その背
景には何があるのでしょう。ゲストの
お話を聞き、私たちの周りで何が起き
ているのか、自然との共生に必要なこ
とは何か、考えてみませんか。

「里山の狩猟を通して未来を考える」 

「流域保全を考える～ギフチョウの絶滅回避を通して～」

参加費
無料

新春のつどい

いのちの循環と自然との共生
日にち／2月14日（土）　 
時　間／14時〜16時30分
場　所／相模湖交流センター 研修室

◎大木隆之さん（陣馬ジビエ会代表）

（山階鳥類研究所フェロー）◎佐藤文男さん

駐車場は有料

2026年1月
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二
転
三
転
す
る
ハ
コ
モ
ノ
建
設

別
館
に
カ
フ
ェ
!?　

膨
ら
む
予
算　
　
　

職
員
の
執
務
ス
ペ
ー

ス
が
狭
く
な
り
、
会

議
室
も
不
足
し

て
い
る
た
め
、

当
初
予
算
で

（
仮
称
）
第
3
別
館

の
設
計
費
約
4
4
0
0
万
円
を
予
算
化
。

と
こ
ろ
が
、
12
月
補
正
予
算
で
設
計
費

1
億
5
3
0
0
万
円
の
提
案
が
。
説
明
で

は
、
今
年
度
に
な
っ
て
間
も
な
く
、
1
階
に

カ
フ
ェ
や
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
、
建
物
を
2
階
建
て
か
ら
4
階
建

て
に
し
て
建
設
場
所
も
変
更
、
延
床
面
積
は

2.
5
倍
に
増
や
す
と
の
こ
と
。
総
事
業
費
は

約
9
億
円
か
ら
約
21
億
円
に
膨
ら
む
こ
と
が

質
疑
で
明
ら
か
に
。
急
い
で
い
た
供
用
開
始

は
、
27
年
9
月
か
ら
30
年
へ
と
遅
れ
ま
す
。

予
算
議
決
後
の
事
業
変
更
は
、
議
会
の
軽

視
で
す
。
し
か
も
、
カ
フ
ェ
等
を
設
置
す
る

こ
と
に
し
た
根
拠
を
尋
ね
る
と
、
他
市
で
庁

内
に
設
置
す
る
事
例
が
多
い
か
ら
と
の
こ
と
。

別
館
の
起
案
者
は
、
財
政
局
で
す
。
予
算
を

査
定
し
、
改
革
プ
ラ
ン
で
南
市
民
ホ
ー
ル
や

重
度
障
害
者
等
福
祉
手
当
の
廃
止
を
決
め
、

公
共
施
設
の
再
編
で
は
、
延
床
面
積
の
20
％

削
減
を
指
示
し
て
き
た
財
政
局
が
、
客
観
的

根
拠
も
示
さ
ず
に
提
案
し
、
そ
れ
が
庁
議
で

通
っ
て
し
ま
う
と
は
。
組
織
の
あ
り
方
に
問

題
が
あ
り
、
市
民
の
行
政
不
信
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
は
、
子
ど
も
の
遊
び
場

や
中
高
生
の
居
場
所
を
検
討
中
と
の
こ
と
で

す
が
、
建
設
場
所
は
本
庁
舎
と
横
断
歩
道
の

な
い
道
を
挟
ん
だ
駐
車
場
。
親
子
が
相
談
や

検
診
で
行
く
「
ウ
エ
ル
ネ
ス
さ
が
み
は
ら
」

か
ら
は
遠
く
、
市
民
の
動
線
や
利
便
性
、
安

全
面
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
中
高
生
の
居
場

所
を
こ
こ
に
設
置
す
る
必
然

性
や
他
の
地
域
と
の
公
平

性
等
も
示
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

本
庁
舎
6
階
の
食
堂
が
撤
退
し
、
モ
デ
ル

事
業
で
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
本
庁
前
広
場
に
出

店
中
で
す
が
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
別
館
は
当
初
の
目
的
に
し
ぼ

り
、
本
格
的
な
カ
フ
ェ
等
の
設
置
は
本
庁
舎

の
建
替
等
を
検
討
す
る
中
で
協
議
し
て
、
当

面
は
本
庁
舎
1
階
に
飲
食
ス
ペ
ー
ス
や
遊
び

場
、
福
祉
団
体
等
の
運
営
に
よ
る
飲
食
・
物

販
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

他
の
自
治
体
の
マ
ネ
で
は
な
く
、
本
市
な
ら

で
は
の
創
意
工
夫
を
期
待
し
ま
す
。
こ
の
補

正
予
算
に
反
対
し
た
の
は
、
颯
爽
の
会
だ
け
。

議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
公
共
で
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
!?

改
革
プ
ラ
ン
で
銀
河
ア
リ
ー
ナ
を
廃
止
し
、

新
た
な
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
は
公
共
で
は
作

ら
な
い
と
決
定
し
た
上
で
、
昨
年
度
、
民
設

民
営
の
実
現
可
能
性
調
査
を
実
施
。
中
間
報

告
で
実
現
困
難
と
わ
か
り
、
調
査
目
的
は
そ

こ
で
達
成
し
た
は
ず
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

最
終
報
告
に
は
公
設
民
営
を
想
定
し
た
記
載

が
。
そ
し
て
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
、
方
針

転
換
の
決
定
も
な
い
ま
ま
、
な
し
崩
し
的
に

公
設
民
営
の
事
業
手
法
や
候
補
地
の
調
査
が

始
ま
り
、
建
設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
仮
称
）
第
３
別
館
も
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

場
も
、
新
規
の
施
設
整
備
は
原
則
行
わ
ず
、

30
年
間
で
延
床
面
積
を
20 

%
削
減
す
る
と
い

う
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
の
方
針
と

の
整
合
性
や
、
施
策
の
優
先
順
位
等
を
総
合

的
に
判
断
し
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
議
の
意
思
決
定
に
基
づ
き
、
職
員

が
誠
実
に
進
め
て

き
た
事
業
が
、
市

長
ら
の
判
断
で
後

か
ら
方
針
が
大
き

く
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
近
年
の
市
政
運
営
は
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
奪
い
、
離
職
に

も
つ
な
が
る
と
強
く
危
惧
し
ま
す
（
グ
ラ
フ

参
照
）。物

価
高
対
策　

子
ど
も
1
人
2
万
円

国
の
物
価
高
対
策
で
、
０
才
〜
18
才

の
子
ど
も
1
人
あ
た
り
2
万
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
本
市
の
対
象
者
は
約
1
万

人
で
、
支
給
時
期
は
2
月
下
旬
か
ら
3

月
の
見
込
み
。
12
月
議
会
で
可
決
し
た

予
算
は
20
億
53
百
万
円
で
、
53
百
万
円

が
シ
ス
テ
ム
改
修
や
事
務
の
委
託
、
振

込
手
数
料
等
の
経
費
で
す
。
こ
れ
以
外

の
物
価
高
対
策
は
、
3
月
議
会
で
提
案

さ
れ
る
予
定
。
お
米
券
が
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
本
市
で
は
ど
ん
な
支
援

策
と
な
る
か
注
目
で
す
。

新
設
の
衛
生
研
究
所　

十
分
検
討
を　

旧
相
模
原
総
合
高
等
学
校
跡
地
に
再
整
備

予
定
の
衛
生
研
究
所
。
基
本
構
想
で
は
現
在

の
施
設
と
同
程
度
の
広
さ
と
職
員
体
制
を
想

定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
民
生
委
員
会
で

視
察
し
た
仙
台
市
の
衛
生
研
究
所
は
、
延
床

面
積
が
本
市
の
約
2
倍
、
職
員
数
は
2.
5

倍
、
衛
生
研
究
所
報
の
ペ
ー
ジ
数
も
3
倍
強
。

違
い
を
質
し
た
と
こ
ろ
、
本
市
は
環
境
分
野

の
検
査
を
実
施
し
て

い
な
い
こ
と
が
判

明
。
仙
台
市
で
は
、

大
気
や
P
F
A
S
等
の
検

査
も
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

病
原
体
や
有
害
物
質
等
に
よ
る
健
康
危
機

に
迅
速
に
対
応
し
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る

検
査
ニ
ー
ズ
に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
に
は
、

衛
生
研
究
所
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
改
め
て

中
長
期
的
な
視
点
で
機
能
や
規
模
等
を
検
討

し
、
整
備
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

小
原
の
郷　

赤
字
補
填
が
前
提
!?　

国
道
20
号
沿
い
に
あ
る
小
原
の
郷
。
来
年

度
の
施
設
改
修
で
、
飲
食
や
物
販
の
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、
ト
イ
レ
と
ド
ッ
グ
ラ
ン
等
を
新

設
し
ま
す
。
完
成
後
は
、
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
（
指
定
管
理
料
は
4
千
万
円
／

年
）、
年
間
百
の

イ
ベ
ン
ト
を
義

務
付
け
、
年
間

来
場
者
数
の
目

標
は
、
5
年
後

4
万
人
、
10
年
後
10
万
人
と
の
こ
と
。
と
こ

ろ
が
、
改
修
の
設
計
は
10
万
人
を
想
定
し
た

委
託
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
目
標
数
値
や
実
現

の
見
通
し
も
根
拠
が
不
十
分
な
こ
と
が
質
疑

で
明
ら
か
に
。
ま
た
、
飲
食
、
物
販
事
業
は

赤
字
補
填
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
庁

議
で
問
題
に
な
り
、
5
年
後
の
実
績
を
見
て
、

事
業
の
廃
止
も
含
め
、
見
直
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

小
原
地
区
は
中
山
間
地
域
振
興
の
モ
デ
ル

地
区
で
、
道
の
駅
候
補
の
１
つ
。
小
原
の
郷

へ
の
誘
客
だ
け
で
な
く
、
地
域
へ
の
経
済
波

及
効
果
や
雇
用
の
創
出
、
移
住
促
進
等
に
つ

な
げ
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
視
点
で
成
果
指
標
を
設
定
す
る
こ

と
、
小
原
宿
本
陣
を
速
や
か
に
改
修
す
る
こ

と
、
津
久
井
の
地
域
資
源
を
活
か
し
、
稼
げ

る
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
独
立
採
算

の
運
営
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

多
様
な
学
び
の
機
会
の
保
障
を

不
登
校
対
策　

全
体
構
想
の
作
成
を

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加

し
、
中
学
校
は
こ
の
10
年
、
国
や
県
の
平
均

よ
り
高
い
ま
ま
。
相
談
・
指
導
を
受
け
ず
、

ど
こ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
児
童
生
徒
の

割
合
は
、23
年
度
で
15
％
と
全
国
の
4.
1
%

に
比
べ
、
極
め
て
高
い
状
況
で
す
。
要
因
を

尋
ね
る
と
、
情
報
の
周
知
不
足
が
そ
の
1
つ

と
の
回
答
が
。
子
ど
も
や
保
護
者
が
悩
み
を

抱
え
た
時
、
寄
り
添
い
、
伴
走
す
る
相
談
体

制
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
な
要
因
と

指
摘
し
、
真
摯
な
取
組
を
求
め
ま
し
た
。

将
来
が
予
測
不
能
な
時
代
に
あ
っ
て
、
生

き
る
力
を
育
む
に
は
、
ま
ち

全
体
を
学
び
の
場
と
捉
え
、

従
来
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
学
び
の
場
と
居
場
所
づ

く
り
が
重
要
で
す
。
多
様

な
方
々
と
全
体
構
想
や
計
画
を
作
成
し
、
必

要
な
予
算
と
人
材
を
確
保
し
、
環
境
を
整
え

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
本
年
度
中
に
「
不
登

校
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
、
人
材
の
確
保
・
育
成
や
予
算
の
確
保
に

努
め
る
と
の
こ
と
。
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

学
び
の
多
様
化
学
校
設
置
へ　

学
び
の
多
様
化
学
校
（
不
登
校
特
例
校
）

に
つ
い
て
尋
ね
、
市
長
か
ら
「
本
市
の
実
情

に
合
っ
た
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
」
と
答
弁
が
。
た
だ
、
こ
の
学
校

に
通
え
る
生
徒
は
限
ら

れ
ま
す
。
こ
の
学
校
を

核
に
多
様
な
学
び
や
居

場
所
づ
く
り
に
取
り
組

む
世
田
谷
区
や
さ
い
た

ま
市
を
例
に
、
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
姿
勢
で

検
討
を
進
め
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、
教
育

長
か
ら
「
学
校
の
設
置
の
検
討
に
合
わ
せ
て
、

全
て
の
児
童
生
徒
が
将
来
へ
の
夢
や
希
望
を

描
き
、
よ
り
良
い
自
己
実
現
を
果
た
す
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
せ
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
む
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
語
の
習
得　

支
援
の
充
実
を

外
国
人
児
童
生
徒
数
は
こ
こ
10
年
で
2
倍

以
上
に
な
り
、
4
年
で
7
3
3
人
か
ら

8
5
6
人
に
増
え
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
指

導
講
師
の
予
算
は
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
が
質

疑
で
明
ら
か
に
。
日
本
語
の
習
得
は
、
社
会

や
学
校
生
活
、
自
己
形
成
や
社
会
的
自
立
の

基
盤
で
す
。
社
会
的
自
立
に
向
け
、
十
分
な

支
援
が
で
き
る
よ

う
、
予
算
と
人

材
の
確
保
を

求
め
、
前
向
き

な
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

12
月
議
会　

代
表
質
問

民
生
委
員
会



実
現
し
ま
し
た
！

「
さ
が
み
は
ら
子
ど
も
の

  

権
利
の
日
の
つ
ど
い
」開
催（
11
／
22
）

リ
ユ
ー
ス
容
器
の
使
用
（
11
／
30
）

中
山
間
地
域
の
移
動
手
段
の
確
保
を

神
奈
中
バ
ス
が

三
ケ
木
以
西
で
減

便
・
撤
退
す
る
の

を
受
け
、
10
月
か

ら
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
実
証
運
行
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

料
金
が
高
い
、
予

約
が
不
便
、
運
行
時
間
が
悪
い
な
ど
、

様
々
な
声
が
届
き
ま
す
。
12
月
議
会
で
は
、

①
観
光
客
へ
の
対
応
、
②
乗
合
タ
ク
シ
ー

で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
エ
リ
ア
や
時
間

帯
の
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
の
検
討
、
③

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
有
効
活
用
、
④
様
々
な

移
動
手
段
を
移
動
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
最

適
化
し
て
い
く
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

―
機
能
の
必
要
性
を
質
し
ま
し
た
。

答
弁
で
は
、
①
来
年
度
か
ら
登
山
客
向

け
の
貸
切
バ
ス
の
実
証
運
行
を
実
施
す
る　

②
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
な
ど
、

様
々
な
取
組
を
検
討
す
る　
③
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
稼
働
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
幅

広
い
活
用
方
策
も
検
討
す
る　
④
庁
内
の

観
光
、
教
育
、
福
祉
等
の
各
分
野
と
も
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
、
地
域
団
体
等
と
も

対
話
し
な
が
ら
移
動
手
段
の
確
保
に
取
り

組
む
と
の
こ
と
。
乗
タ
ク
や
有
償
福
祉
運

送
、
け
ん
こ
う
号
な
ど
、
移
動
手
段
ご
と

に
進
め
ら
れ
て
き
た
事
業
を
住
民
や
観
光

客
等
の
視
点
か
ら
見
直
し
、
便
利
に
使
え

る
も
の
に
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保
を

グ
リ
ー
ン
ス
ロ

ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
は

若
葉
台
と
新
磯
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
大
沢
と
大
野

北
と
、
ど
ち
ら
も

運
行
は
2
地
区
の

み
。
前
者
は
運
転
手
の
確
保
や
走
行
速

度
、
後
者
は
運
行
要
件
の
厳
し
さ
が
課
題

で
す
。
岐
阜
市
で
は
、
地
域
住
民
が
ル
ー

ト
や
ダ
イ
ヤ
等
を
決
定
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
が
全
地
区
で
運
行
し
（
運
賃
は
な

ん
と
百
円
！
）、
鉄
道
等
を
含
む
公
共
交

通
の
カ
バ
ー
率
は
居
住
地
の
97
％
に
達
し

て
い
ま
す
。
運
転
手
不
足
に
備
え
、
自
動

運
転
バ
ス
も
運
行
中
。
市
長
に
人
口
減
や

高
齢
化
に
対
応
し
、
使
い
や
す
く
持
続
可

能
な
移
動
手
段
の
確
保
を
求
め
た
と
こ

ろ
、「
誰
も
が
移
動
し
や
す
く
外
出
し
た

く
な
る
交
通
環
境
の
実
現
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
。
取

組
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
提
案
し

た
、
相
模
原
市
子

ど
も
の
権
利
条
例

施
行
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ

れ
、「
さ
が
み
み
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
す
べ
て
の
子
ど
も
に
自
分
ら
し

く
幸
せ
に
生
き
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
さ
が
み
み
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
！

ご
み
を
減
ら
す
た
め
、
市
の
イ
ベ
ン

ト
で
リ
ユ
ー
ス
容
器
の
使
用
を
提
案
。

青
山
学
院
大
学
相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
「
相
模
原
S
D
G

ｓ
E
X
P
O
」
で
、
S
D
G
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー
の
横
浜
銀
行
と
（
株
）
カ
マ
ン
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
皆
様
の
ご
協
力
で
実

現
！
継
続
と
今
後
の
広
が
り
を
期
待
し

ま
す
。
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※
さ
が
み
は
ら
こ
ど
も
の
権
利
相
談
室
の
愛
称
。

「多様な学びの拠点整備事業基本方
針」が1/8に公表され、来年度で閉校する
並木小の跡地を活用し、学びの多様化学
校（9年間の義務教育学校、市内全域対
象）が設置されることに。開校は29年度
の予定で、国際教室や校内通級指導教
室、教育支援センターを設置し、青少年相
談センターも同敷地内に移転。代表質問
で要請した多様なニーズに応えられる拠
点整備が期待できそうです。
また、5年間の不登校総合対策実行計画
『さがそうみらい　みんなでつながるアク
ションプラン』も公表され、安心して過ご
せる学校づくりや寄り添った相談支援、選
択できる多様な学びの場や居場所の整備
が進められます。すべての子どもの「今」を
大切にし、豊中市立南桜塚小のようなイン
クルーシブ教育をめざし、働きかけます！

学びの多様化学校 並木小跡地に設置へ


